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奈良市西九条町

さはがわ
調査 地 につ いて 調査地は佐保川の支流であ
いわいがわ

る岩井川のすぐ南で､西九条町でも北西寄 りにあ

ります｡調査地付近はかつて水田が一面に広がっ

ていましたが､現在は宅地化が進んでいます｡

調査の概要 調査は､平城京の左京八条三坊二

坪内の様相を確認することを目的に､南北 2ヶ所

で計186m2の発掘区を設定して実施しました｡そ

の結果､鎌倉時代後半から室町時代初頭 (13世紀

後半～15世紀前半) にかけての多数の柱穴や小土

坑､井戸 2基 と､室町時代末 (16世紀後半)から

江戸時代初頭 (17世紀前半)にかけての溝で囲ま

れた方形の区画 を検出し､調査地が鎌倉時代後半

から江戸時代初頭にかけての集落の一画であった

ことがわかりました｡

鎌倉時代後半か ら室町時代前半にか けての遺構

は､すべて南発掘区で検出しましたO溝で囲まれ

た方形の区画は､南発掘区で南西隅の部分を､北

発掘区で北西隅の部分をそれぞれ検出 しました｡

区画の西辺は約30m､南 ･北辺は20m以上ありま

す｡溝の幅は7-8m程度､深さは約 1mです｡哩

土の堆積状態と出土遺物の時期から､江戸時代の
<ぱ+J

直前に溝の内寄 りが埋め立てられ､残った窪地が

沼地になった後 ､江戸時代の初頭 に完全に埋めら

れたことがわか りました｡

出土遺物は遺物整理箱で45箱分あります｡その

大半は土器で､鎌倉時代後半か ら室町時代前半の
は じ 卓 が き
土師器 ･瓦器 と､室町時代末から江戸時代初頭に

北発掘区全景 (北西か ら)
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かけての肥前産､瀬戸 ･美濃産や信楽産の陶器及

び在地の瓦質土器など多種多様です｡

今回の調査地は､鎌倉時代後半か ら室町時代前

半の柱穴や小土坑､井戸を検出した ことから当時

の犀敷地内とみ られます｡室町時代末に掘削され

江戸時代初頭に埋まった満は､ この時期の屋敷地

を区画する満と考えられます｡
たつ いち

辰市郷の 中世集落 今回の調香地が位置す る

西九条町付近は､鎌倉 ･室町時代 (13世紀～16世
i-J<L'上')

紀末)には西 九条郷とよばれ､東九条郷 (現在の
/J･J-Jもも

東九条町付近)､杏郷 (同杏町付近)､及び八条郷

(同八条町付近)の3郷と合わせて辰市郷を構成

していましたQ

辰市郷の地域では､今までに約100件の発掘調

査が行われ､このうち約20件で鎌倉 ･室町時代の

集落に関連する遺構が見つかっています｡ いずれ

南発掘区全景 (西か ら)



も小規模な調査なので遺跡の全容は不明ですが､

今のところ､西九条町の北東部にある辰市小学校

の北方で今回の調査地を含む地域 (下左図参照)､

同小学校東隣の上地の東に面した地域 (下中央図

参照)及び同小学校西方で杏東と香南の集落間 ･

帯の3つの地域でみつかる傾向があります｡
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いずれの地域で も､鎌倉時代頃の井戸や掘立柱

建物が見つかっており､当時の屋敷地の存在がう

かがえます｡上池の東に面した地域では､屋敷地

の西側 を区画す るとみられ る南北溝が3条見つか

かっていますo これ らの満は幅2.5-3m､深さ

0.7-1.7mあり､鎌倉時代後半 (14世紀)までに

埋め立て られます｡その後､室町時代後半 (16世

紀)頃に新たに溝が掘られますが､この溝は幅 3

- 8m､深さ 1-1.6mで鎌倉時代より規模が大き

くなります｡この溝 も今回の調査で検出 した満と

同様に江戸時代の初頭には埋まってしまいます｡

奈良盆 地の中世 集落 奈良県内､特に奈良盆

地内では､鎌倉 ･室町時代の集落遺跡が数多く見
すが た

つか っています｡天理市の菅田遺跡､田原本町の
LM ろくせん やっこう じ はう き じ
十六面 ･薬王寺遺跡､法貴寺遺跡は､広範囲で発

掘調査が行われて様相がよくわかる好例です｡

菅田追跡は､鎌倉時代後半に成立した集落で満

を伴いますが､この満は室町時代前半 (15世紀)に

埋まった後に室町時代後半頃に再び掘 り直 され､

江戸時代初頭 に埋められます｡法貴寺遺跡では､

溝に囲まれた5つの方形区画内に堀立柱建物と井

戸などがある屋敷地が見て取れます(下右図参照)｡

溝は鎌倉時代前半 (13世紀後半)頃に掘られ､大

半は室町時代前半頃には埋 まりますが､ 一部は江

戸時代中頃 (18世紀前半)まで残 ります｡

こうした発掘調査の成果か ら､奈良盆地におけ

る鎌倉 ･室町時代の集落の変遷につ いては以下の
は.F)く

ように把握されています｡

鎌倉時代前半以降に､屋敷地が散在す る状況か

ら､周りを溝で区画する屋敷地が集合す るように

変化します｡当初は規模に大差がない屋敷地の中

から室町時代初頭 (14世紀中頃)には大規模なもの
りt)レIL' さtlJ･/'L,

が現われ､室町時代前半以降に領主の居館を中心

とする集落へと変化します｡その後､江戸時代前半
はL.t(-ノ

(17世紀後半)までに廃絶する集落がある一方で､

現在に続く集落でも溝の多くは埋められます｡

今回の調査地を含む辰市郷の地域における当時

の集落も､同じような変遷が推察できます｡

なお､室町時代前半の集落の変化 については､
二<し/i, へ.･･王と こく

在地の領主である国 人が力をつけ､当時の大和国

を支配す る興福寺が弱体化す る動向 と対応 しま

す｡また､江戸時代初頭の集落の変化については､

幕藩体制への移行に伴い農村の再編が行われたこ

とを反映する可能性があります｡

辰市小北方地域の遺構(1/2,α)0) 卜池東側地域の遺構 (1/2.(カ0) 法貴寺遺跡 (l/2,COO)

ア ミ掛け部分は 16世紀の もの
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